
「学校版環境 :SOコンクール」の取組

山鹿市立岳間小学校

宣言

《昨年度の反省〉☆ 成果  ★ 課題

☆朝の愛校作業や月 1回のクリーンデーなど、環境委員会を中心に児童主体で活動できている。

★細かな点検活動ができていなく、児童の実践を目に見える形で児童に示すことができなかった。

★児童と保護者が環境について考え、一緒に取り組む活動や、授業で環境について学習したことを家庭に向けて

発信する機会がもてなかつた。

☆環境教育の復講を行う時間が確保できていなかったので、十分に職員に伝わっていなかつた。

く学校経営の努力点及び重点実餞項目 (数粋)》

◎教育環境の整備充実

・学校版環境 ISOの推進

・特色ある学校づくり

〈機内推進体調・・岳間小学校版 ISO委員会)
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① 実態把握を行う。(年 2回の意識調査)

② 節水や節電の料金等を数値化して、児童が実態を把握しやすいようにする。

③ 環境コーナー (掲示)を作り、児童の環境意識を高めていく。

④ 家庭でも宣言項目を決め、家庭版環境 ISOに年 2回、評価カードを使って取り組む。

⑤ 掲示教育の充実を図る。

行 動  □ は、今年度初めて行つた取組

(1)意識調査

2

☆せつ水 して水道代を 1年

間で 1万円減らします。

☆せつ電 して電気代を 1年

間で 1万円減らします。

☆ごみのぶんべつをきちん

とします。

月
阿
＝
出
手
　
∪ 滅・]

轟闇ホ  があきょ争鸞鳥けみ

環境月間の 6月 と

も数値が上がった。

がった。

11月 に児童対象の意識調査

しかし、家庭での節水や節電、

(12項 目)を行つた。節電や節水に関しては、 1回 目より

リサイクルに関しては、れ つヽもしている」の数値がやや下



(2)委員会の取組

9月 は、昨年 |こ

比べて水道代

は・ ・ ・。

〔意識調査結果〕
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水道使用料金 (量〉表

個人の宣言項目 本校の環境宣言

電気使用料金 (量〉表

年間計画 を説明

さわやか集会時に、保健・環境

委員が年間計画について説明を

している。
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。電気や水道使用料金等を昨年度や先月と比較 して、表に数値 とコメン トを書き込み、主体的に行動ができるようにした。

・月 1回給食時に、環境委員が電気や水道使用料金の結果について、全校児童に報告 し、呼びかけを行 うようにした。



5月 ,韓 捧11P牲● 毎月の環境 iSOの
めあて設定

毎月、めあてを設定し、各

学年に呼びかけを行つた。

また学級で もめあてを決

め、月末に達成できたかを

評価 していつた。
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クリーンデー

月 1回登校時に、登校班ごとに

児童がゴミを拾い、環境委員が

中心になって分別 して処理 し

た。お菓子のゴミが落ちている

時には退礼時に、「ポイ捨て」

をしないように呼びかけた。
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ゴミ収集

毎週木曜 日は、

教 室 にあ るゴ

ミを分別 して

代表 が持 って

きて、環境委員

がまとめた。

(3)特色ある学校づくり

環境学習

5年生は、集団宿泊教室を通 して、水俣病や現在の水俣の環境をよくする取組、環境について学習した。児童は、

感想の中で「水俣病が発生したころは、多くの工場で利益を増やすことが最優先で環境や人々の健康を守ること

は後回しだった。私たちは、人の健康や環境をrpjよ りも大切に 考えなければならないと思いました。」と書い

ていた。



(4)家庭との連携

*家庭版環境 ISO実施 (年 2回 )

3 見直し

☆節水や節電の料金を数値化 し、児童の実践を目に見える形で児童に示すことによって、意識は高まってきた。

☆家庭版環境 ISOに取 り組んだことで、家族で環境について話をする機会ができ、意識が高まつた。

☆エコキャップ運動は、 2学期の後半から始めたが、回収に協力する児童が多かった。

★プールが水漏れ していたために、常に地下水をくみ上げてモーターを回し続けていたため、電気料金が昨年度 と比

較 して増えていたと考えられるので早急に修理を依頼 している。

★学校の目標の振 り返 りに終わつてしまつて、自分自身の立てた目標を振 り返る機会がなかった。

☆「この取組で、節電、節水を意識するようにな

つた」とい う保護者の意見がたくさんあった。

☆この取組を続けていつてはしいという意見も

多かった。

☆家族で、エコについて話 し合 う機会をもてたよ

うだ。

★目標が、節電、節水に偏つてしまっていた。

★啓発が不十分だったため、取 り組んでいない家

庭があった。

〈児童の感想〉

。テレビを食事の時につけるから、

食事のときは消すようにした。

。今度から、学校でも家でも節水に

気をつけたいです。

(保護者の感想 )

。テレビを見ない時は、主電源から

切つていました。テレビ・ゲーム

コン トロールも兼ねていました。

*やまがエコキッズノートの活用 (5年生)

夏休みを活用 して、「やまがエコキッズノー ト」(5年生対象)にチャレン

ジした。家の人と協力して、一週間ごとに電気量をチェックした り、環境に

関する項 目をチェックしたりした。本校から2名 「スーパーェコキッズ賞」

に入賞した。ふ り返 りを定期的に行 うことで「明日は、今日よりも節電 しよ

う。」と心がけるようになり、少しずつ環境に対する意識が高まつてきた。

「やまがスー

ハ‐一エ コキ ッ

ズ」表彰式に出

席 (於 :市役所 )

アース君になりきつて、自分

で実践 しているエコ活動を

紹介 したり、エコキャップ運

動を説明した りして、「地球

を守ろう」と呼びかけた。

・環境に関する意識を高めるために 11月 にある環

委員が集会で、環境の大切さについて発表を行う

。意識調査結果からリサイクルに関す る意識がもう一

歩だったのでエコキャップ運動を行 うことで、環境

への意識を更に高めるc

,電気料金が昨年度 より高 く、なかなか低 くならない

ので、環境委員で話し合い、呼びかけを強化する

エ コキャップ回収 コ

ーナーを児童昇降 口

前に設置

4 成果と課題 ☆・・成果 ★・・課題


